
　

改
革
・
開
放
、
市
場
経
済
化
に

よ
っ
て
中
国
は
大
き
な
経
済
成
長

を
遂
げ
、
一
人
当
た
り
の
所
得
を

大
幅
に
増
や
し
た
。
中
間
層
が
出

現
し
、
巨
万
の
富
を
築
く
富
裕
層

が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
大
量
の
農
民
工
（
農
村
か
ら

都
市
へ
流
出
し
た
出
稼
ぎ
労
働

者
）
や
、
貧
し
さ
故
に
農
地
を
手

放
す
農
民
の
よ
う
に
、
日
々
の
生

活
に
困
窮
す
る
貧
困
層
を
生
み
出

し
て
も
い
る
。

　

中
国
で
は
今
、
様
々
な
格
差
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。『
中
国
統

計
年
鑑
』
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一

年
の
一
人
当
た
り
の
可
処
分
所
得

は
都
市
部
で
二
万
一
八
〇
九
元
で

あ
る
の
に
対
し
、
農
村
部
で
は
六

九
七
七
元
と
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
経
済
発
展
に
は
、省
間
格
差
、

内
陸
と
沿
岸
部
の
地
域
間
格
差
も

あ
る
。
そ
の
結
果
、
医
療
、
教
育
、

年
金
と
い
っ
た
分
野
で
も
、
所
得

や
地
域
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
内

容
に
違
い
が
出
る
。
中
国
政
府
が

「
和
諧
社
会
（
調
和
の
と
れ
た
社

会
）
の
実
現
」
を
目
指
す
背
景
に

は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
不
均
衡

が
あ
る
。
中
国
の
格
差
問
題
を
取

り
上
げ
た
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

　

三
浦
有
史
『
不
安
定
化
す
る
中

国
―
成
長
の
持
続
性
を
揺
る
が
す

格
差
の
構
造
』（
東
洋
経
済
新
報

社
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
所
得
、

医
療
、
教
育
、
年
金
の
各
種
格
差

と
社
会
の
不
安
要
因
を
グ
ラ
フ
や

表
を
多
用
し
て
丁
寧
に
解
説
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
所
得
格
差
が
不

平
等
と
い
う
概
念
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
こ
と
に
警
告
を
発
し
て
い

る
。世
界
価
値
観
調
査
に
よ
る
と
、

中
国
は
日
本
や
イ
ン
ド
よ
り
格
差

に
対
し
て
寛
容
で
競
争
志
向
が
強

く
、
そ
の
意
識
の
点
で
は
ア
メ
リ

カ
に
近
い
国
で
あ
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、
今
後
の
政
治
の
民
主
化
が

社
会
の
安
定
化
の
鍵
と
な
る
と
結

論
付
け
て
い
る
。

　

格
差
の
実
情
を
知
る
う
え
で
、

そ
の
背
景
を
知
る
こ
と
は
欠
か
せ

な
い
。
読
売
新
聞
中
国
取
材
団
著

『
膨
張
中
国
―
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
歪
ん
だ
成
長
』（
中
央
公
論

社
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
第
二

章
を
「
揺
ら
ぐ
社
会
主
義
」
と
題

し
、富
豪
の
出
現
や
住
宅
バ
ブ
ル
、

農
民
工
と
農
村
の
実
情
、
土
地
の

再
開
発
に
よ
る
ひ
ず
み
な
ど
、
歪

ん
だ
経
済
成
長
に
ペ
ー
ジ
を
割
い

て
い
る
。

　

阿
古
智
子
著
『
貧
者
を
喰
ら
う

国
―
中
国
格
差
社
会
か
ら
の
警

告
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
）

は
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

よ
る
中
国
の
格
差
社
会
の
実
態
を

リ
ア
ル
に
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の

だ
。
血
液
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
の
実
情
、
農
村
荒
廃
の

背
景
に
あ
る
戸
籍
の
問
題
や
農
民

自
治
の
現
実
、
租
税
制
度
や
農
村

事
業
の
民
営
化
に
よ
る
弊
害
、
土

地
を
め
ぐ
る
争
い
、
農
民
工
の
実

態
、
食
糧
の
確
保
、
土
地
制
度
改

革
と
土
地
問
題
、学
歴
競
争
な
ど
、

今
の
中
国
の
複
雑
な
社
会
問
題
を

多
角
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
本

書
は
「
勝
ち
組
」
が
支
配
す
る
世

界
に
生
き
る
弱
者
に
対
す
る
共
感

に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
問

題
の
背
景
が
冷
静
に
分
析
さ
れ
て

い
る
。

　

清
水
美
和
著
『
中
国
「
新
富
人
」

支
配
―
呑
み
こ
ま
れ
る
共
産
党
国

家
』（
講
談
社
、二
〇
〇
四
年
）
は
、

新
聞
記
者
だ
っ
た
著
者
の
取
材
に

基
づ
い
て
、急
速
に
増
加
し
た「
新

富
人
」
と
呼
ば
れ
る
富
裕
層
と
逆

の
立
場
の
貧
困
層
の
関
係
を
軸

に
、
中
国
の
実
情
を
ま
と
め
て
い

る
。
不
動
産
バ
ブ
ル
の
実
態
、
新

支
配
層
（
新
た
な
階
層
）
の
誕
生

と
そ
の
社
会
的
背
景
、「
新
富
人
」

と
逆
の
立
場
に
あ
る
農
民
の
実

態
、
農
民
工
と
都
市
住
民
の
所
得

格
差
、
農
村
の
社
会
保
障
事
情
、

農
民
工
の
問
題
で
賃
金
の
不
払
い

や
子
女
の
教
育
問
題
の
深
刻
化
に

触
れ
て
い
る
。
都
市
部
で
の
富
裕

層
と
貧
困
層
の
格
差
の
問
題
で

は
、
一
〇
％
の
富
裕
家
庭
が
都
市

住
民
全
資
産
の
四
五
％
を
占
め
、

最
も
低
い
収
入
の
一
〇
％
の
家
庭

の
資
産
は
全
体
の
一
・
四
％
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
。
し
か
も
、
最
も

貧
し
い
農
民
が
年
収
の
十
数
％
の

税
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
多
く

の
高
額
所
得
者
の
納
税
率
は
き
わ

め
て
低
い
と
い
う
。
こ
の
格
差
こ

そ
が
中
国
に
と
っ
て
最
も
深
刻
な

社
会
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
、「
新

富
人
」
が
共
産
党
や
政
府
の
政
治

権
力
と
結
託
し
、
新
た
な
支
配
層

と
化
し
て
、
さ
ら
に
複
雑
な
問
題

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

園
田
茂
人
編
著
『
現
代
中
国
の

階
層
変
動
』（
中
央
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
一
年
）
は
中
国
に
お
け
る

階
層
研
究
の
現
状
を
報
告
し
た
。

さ
ら
に
中
間
層
の
台
頭
が
示
す
国

家
・
社
会
関
係
に
触
れ
、
大
都
市

（
天
津
、
上
海
、
重
慶
）
で
の
調

査
結
果
か
ら
実
証
的
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
。
新
中
間
層
の
台
頭
が
示

す
新
た
な
国
家
・
社
会
関
係
も
解

説
し
て
い
る
。
天
津
、
上
海
、
重

慶
、
広
州
の
階
層
移
動
と
階
層
意

識
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

園
田
茂
人
は
『
不
平
等
国
家
中

国
―
自
己
否
定
し
た
社
会
主
義
の

ゆ
く
え
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇

〇
八
年
）
で
さ
ら
に
階
層
化
し
て

い
く
中
国
の
実
情
を
報
告
し
て
い

る
。
本
書
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
四
都
市
（
天
津
、重
慶
、

上
海
、
広
州
）
調
査
（
第
一
次　

一
九
九
七
〜
九
八
年
、
第
二
次　

二
〇
〇
五
〜
〇
六
年
）
や
天
津
で

の
四
度
に
わ
た
る
調
査
、ア
ジ
ア
・

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
（
二
〇
〇
六

年
）
な
ど
の
結
果
に
基
づ
い
て
い

る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
調
査
対

象
地
域
が
都
市
部
に
限
定
さ
れ
て

い
る
が
、
貴
重
な
情
報
だ
。
具
体

的
な
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
社
会

の
階
層
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
社

会
主
義
と
市
場
経
済
化
の
逆
説
現

象
、
学
歴
社
会
の
復
活
、
農
民
工

問
題
、
女
性
の
階
層
分
化
、
中
間

層
の
行
く
末
な
ど
の
社
会
を
解
析

し
て
お
り
、
読
み
応
え
が
あ
る
。

　

改
革
・
開
放
前
、中
国
で
は
「
平

等
」
は
当
り
前
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
習
近
平
の
新

体
制
に
な
っ
て
か
ら
も
、
格
差
が

い
っ
そ
う
際
立
つ
中
国
社
会
の
先

行
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
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